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事 業 報 告 
 

令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日から 

令和８年３月３１日まで 

 

１．企業集団の現況に関する事項 

（１）事業の経過及び成果 

① 全般の状況 

当連結会計年度において日本では、各国の通商政策や物価上昇等の影響により企業収益や個

人消費に一部足踏みがみられたものの、実質ＧＤＰが通年でプラス成長になるなど、景気の緩

やかな回復が続きました。 

このような経営環境の中、当社グループでは、高速道路事業においては交通量及び料金収入

が、道路休憩所事業においてはサービスエリア・パーキングエリア（以下、それぞれ「ＳＡ」・

「ＰＡ」）の売上高が、いずれも５期連続で前連結会計年度を上回りました。交通量及びＳＡ・

ＰＡの売上高は、過去最高となっています。 

当社は、グループ一体経営を推進しつつ、経営方針である「お客さま第一」、「公正で透明な

企業活動」、「終わりなき効率化の追求」、「チャレンジ精神の重視」及び「ＣＳＲ経営の推進」

を常に念頭に置き、お客さまに安全・安心・快適・便利な高速道路空間を提供することを使命

としております。「ＮＥＸＣＯ東日本グループ中期経営計画」においては、令和３年度から令和

７年度までの５年間を『ＳＤＧｓの達成に貢献し、新たな未来社会に向けて変革していく期間』

と位置付け、令和５年度末に見直した６つの基本方針（「安全・安心で自動運転等のイノベーシ

ョンにも対応した快適な高速道路の実現」、「老朽化や災害に対する高速道路インフラの信頼性

の飛躍的向上」、「高速道路の整備・強化と４車線化の推進によるネットワーク機能の充実」、「多

様なお客さまのニーズを踏まえた使いやすさの追求」、「持続可能な社会の実現に貢献できるグ

ループ全体の経営力の強化」、「社会の変化に対応できる人材力の強化と誰もが生き生きと働け

る基盤の確立」）の下、着実に事業を実施してまいりました。 

当連結会計年度の営業収益は１兆２，８４５億８３百万円（前期比９．６％増）、営業費用は

１兆２，８４０億１３百万円（前期比９．８％増）、営業利益は５億７０百万円（前期は３１億

９３百万円の営業利益）、経常利益は５９億２３百万円（前期は６８億７７百万円の経常利益）

となり、親会社株主に帰属する当期純利益は６６億３１百万円（前期は５８億２９百万円の当

期純利益）となりました。 
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② 部門別の状況  

Ⅰ 高速道路事業 

当連結会計年度末現在、当社が管理する高速道路の延長は計４４道路３，９４３ｋｍであり、

当連結会計年度における通行台数は３０５万台／日です。安全で快適な走行環境を確保するた

め、道路機能の向上、清掃や点検、道路の補修等の管理を適正かつ効率的に行っています。 

また、高速道路ネットワークの早期整備に向け、高速道路の新設及び改築に取り組んでおり

ます。 

（災害等への対応） 

近年頻発している自然災害に的確に対応し、「命の道」として災害救助や被災地域の復旧・復

興支援のために交通路を確保することは、当社グループの大きな使命です。 

集中降雪に対しては、「人命を最優先に、幹線道路上での大規模な車両滞留を徹底的に回避す

ること」を基本的な考え方として、集中的な除雪による通行止めの早期解除を目指し、関係機

関と連携した躊躇のない予防的通行止めを実施しております。当連結会計年度においては、北

海道、青森県、新潟県等で記録的な大雪もあり、管内で計４回の予防的通行止めを実施し、大

規模な車両滞留を回避しました。 

予防的通行止めに当たっては、令和７年３月に首都圏で大規模な範囲での予防的通行止めを

実施した際、事前広報の効果に課題があったことを踏まえ、よりお客さまの行動変容につなが

る呼びかけを行いました。具体的には、テレビＣＭ、ラジオＣＭ、Ｗｅｂ広告等を活用し、お

客さまの理解促進に向けて積極的な広報を展開したほか、冬季レジャー利用者や物流関係者等

を対象に重点的な情報発信を行うなど、効果的な情報提供に努めました。 

令和７年４月に中日本高速道路株式会社で発生した広域的なＥＴＣシステム障害を受けて、

当社、中日本高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社で再発防止策を策定するとともに、

危機対応マニュアルを整備しました。 

当連結会計年度に発生したＥＴＣシステム障害が疑われる事象においては、当該マニュアル

に基づき的確かつ迅速に対応することで、大規模渋滞等によるお客さまへ影響を回避しました。 

今後も引き続き、事象発生時には、マニュアルに基づいて体制を構築し、迅速な状況把握、

原因の特定及び影響範囲の確認を行うことで、お客さまへの影響を最小限に留めるよう対応し

てまいります。 

（ネットワーク整備・機能強化） 

道路建設事業においては、新設では計５道路８５ｋｍの区間で、４車線化等では計１１道路

２２０ｋｍの区間で、着実に進めています。当連結会計年度においては、首都圏中央連絡自動

車道（つくば牛久インターチェンジ（以下「ＩＣ」）～牛久阿見ＩＣ、阿見東ＩＣ～稲敷ＩＣ、

つくば中央ＩＣ～つくばＪＣＴ）の１６ｋｍ及び道東自動車道（トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ間

の一部区間）の４ｋｍが４車線になりました。 

スマートインターチェンジ（以下「スマートＩＣ」）事業においては、令和７年１２月５日に、

スマートＩＣ１か所の整備について国土交通大臣から許可を受け、計２４か所で事業を実施し

ています。 
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（道路構造物の老朽化・劣化への対応） 

高速道路の老朽化対策は、安全・安心を次の世代へ引き継ぐためのものです。法令に基づき、

道路構造物を５年に１回、近接目視等により点検し、その結果を基に、補修・補強等の必要な

措置を適切に行っております。 

平成２７年度からは、大規模更新・修繕事業（高速道路リニューアルプロジェクト）も実施

しています。当連結会計年度においては、３１橋の床版取替を完了しました。これに加えて、

令和６年１月に策定した「高速道路の更新計画」に基づくものについても、渋滞等の社会的影

響の最小化を図りながら工事を進めてまいります。 

このほか、道路構造物の劣化に多大な影響を与えるだけでなく、重大な交通事故を惹起する

おそれのある車両制限令違反車両の排除にも取り組んでいます。車両重量自動計測装置の整備

推進等、取締りを強化する方策を講じるとともに、当該違反車両に対する大口・多頻度割引停

止措置を講じています。 

（耐震補強対策） 

令和６年１月に策定した「高速道路の耐震補強 実施計画」に基づき、大規模地震発生確率が

２６％以上の地域における緊急輸送道路機能を確保するため、令和１２年度末までの完了を目

指し橋脚の補強工事を進めています。なお、当連結会計年度末時点で、耐震補強が必要な橋梁

の約８割で補強工事を完了しています。 

（スマートメンテナンスハイウェイ） 

高速道路の長期的な「安全・安心」の確保に向けた重点プロジェクトである「スマートメン

テナンスハイウェイ（以下「ＳＭＨ」）プロジェクト」では、ＩＣＴやロボティクス、ＡＩ等、

最新技術を活用し、当社グループ全体のインフラ管理力の効率化・高度化を図っています。当

連結会計年度においては、点検支援アプリの本格導入や各種ＳＭＨツールの改良に加え、ドロ

ーンを活用した高速道路上の状況把握の実現に向け、本線上（建設中区間）の自動飛行（レベ

ル３．５）実証実験を行いました。 

（交通混雑対策） 

交通需要の偏在等による混雑の緩和を図るため、令和５年７月２２日から東京湾アクアライ

ン上り線（木更津→川崎方面）で、特定の時間帯の料金を変動させる社会実験を行っています。

実験開始後の交通データを分析した結果、混雑緩和に一定の効果が確認されています。一方で、

依然として一部の時間帯に交通が集中しているほか、実験開始直後と比較して交通分散効果の

鈍化も見られます。このため、令和７年４月１日から、料金設定の見直しを行うとともに下り

線（川崎→木更津方面）でも実験を開始し、引き続き効果の分析・評価を行っています。 

東京湾アクアライン以外においても、交通容量の拡大や分散利用の促進による混雑緩和、交

通定時性・安全性の向上に取り組んでいます。当連結会計年度においては、経路分散による渋

滞緩和を図るべく、令和７年１１月から株式会社ＮＴＴドコモと共同で新サービス「ＡＩルー

トジャッジ」の実証実験を開始しました。今後も付加車線設置等のハード対策に加え、ペース

メーカーライト等によるソフト対策を行うとともに、主要渋滞箇所における渋滞原因を把握し、

更なる渋滞軽減に努めてまいります。 
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（交通事故対策） 

高速道路での逆走による重大事故ゼロを目指し、統一的な逆走防止のハード対策及び安全啓

発活動等のソフト対策を継続的に実施しておりますが、令和７年４月に東北自動車道で逆走に

よる死亡事故が発生しています。このような重大事故発生箇所や同一施設で複数回の逆走が発

生している箇所、平面交差構造となっている箇所といった計６５か所を重点対策箇所として選

定し、視覚的対策の強化とともに物理的対策の実施を進める実施計画を令和７年１１月に策定

しました。この実施計画に基づき、令和１０年度までの完了に向けて対策を進めてまいります。 

また、企業等を対象に公募し、令和７年６月に選定された逆走検知や警告に係る１９件の技

術について、令和８年度末からの実用化を目指し、順次検証を進めてまいります。 

対面通行区間における突破・正面衝突事故の防止対策では、土工部・中小橋部でのワイヤロ

ープ設置に続き、トンネル・長大橋部でのセンターパイプ・センターブロックの試行設置及び

検証を進めています。令和７年１１月に新たに試行設置箇所として追加した計４路線１１か所

を含め、引き続き対策としての有効性及び適用性の検証を進めてまいります。 

（高速道路の料金サービス） 

高速道路の利便性向上に資するＥＴＣ時間帯割引及びＥＴＣマイレージサービス、地域の観

光振興を目的としたＥＴＣ周遊割引「ドラ割」の通年販売を継続しています。当連結会計年度

においては、「ドラ割」について、新たにアウトレットモールの利用と組み合わせた商品の企画

等、観光関連サービスとのセット販売を拡充しました。 

また、観光需要の平日への分散の観点から、平日のみの「ドラ割」の利用に対してＥＴＣマ

イレージポイントを追加付与（販売価格の１５％分）するキャンペーンを実施しています。さ

らに、混雑を避けて快適に高速道路をご利用いただくことを目的として、通行する時間帯に応

じてＥＴＣマイレージポイントを追加付与する新たな商品「ずらして冬トク！関越のんびりパ

ス」を販売しました。 

一方、渋滞の激化を避ける観点から、ゴールデンウィーク、お盆、シルバーウィーク、年末

年始及び３連休については、休日割引を適用しないこととしています。 

福島第一原子力発電所事故による警戒区域等からの避難者を対象とした無料措置及び同事故

による母子避難者等を対象とした無料措置を継続しております。 

（料金管理業務の高度化・効率化） 

料金管理業務の高度化・効率化を図るため、ＥＴＣ専用化、料金精算機の導入及び料金所の

遠隔収受化に継続して取り組んでいます。当連結会計年度においては、東京外環自動車道、首

都圏中央連絡自動車道等の１１料金所をそれぞれＥＴＣ専用料金所として運用開始しました。 

（働き方改革・人材確保に向けた対応） 

トラックドライバーの休息場所の確保のため、ＳＡ・ＰＡにおける各種取組みを推進してい

ます。当連結会計年度においては、東北自動車道安積ＰＡ（下り線）及び首都圏中央連絡自動

車道菖蒲ＰＡ（内・外回り）の計３か所で既存の駐車エリアの配置見直しや駐車スペースの拡

充を行い、新たに計５７台分の大型車駐車マスを整備しました。また、東北自動車道のＳＡ・

ＰＡを中心に短時間限定駐車マスを順次導入したほか、ダブル連結トラック駐車マス整備を進

めました。さらに北関東自動車道桜川筑西ＩＣに続き、常磐自動車道浪江ＩＣにおいても、Ｉ
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Ｃ内側の管理用敷地を臨時駐車場とする実証実験を開始しました。 

建設業においても、国内の生産年齢人口の減少により担い手不足が進む中、遠隔立会の導入

や、週休２日を踏まえた適正な工期の設定等を内容とする、業務効率化・簡素化のルール「工

事円滑化ガイドライン」の浸透に努めています。当連結会計年度においては、工事目的物の出

来形管理を簡略化・効率化するために見直した出来形調書の様式を導入しました。 

作業員の確保が課題となっている除雪作業について、準天頂衛星を活用したロータリ除雪車

自動化を進めています。当連結会計年度においては、車両を１台増車するとともに運用区間を

拡大し、計３台を道央自動車道岩見沢ＩＣ～深川ＩＣの一部区間で運用しました。 

（次世代高速道路の目指す姿） 

当社が目指す高度なモビリティサービスを掲げた「自動運転社会の実現を加速させる次世代

高速道路の目指す姿（構想）」の実現に向け、３１項目の重点プロジェクトを推進しています。 

当連結会計年度においては、令和８年度下半期からの東北自動車道鹿沼ＩＣ～宇都宮ＩＣ間

での次世代高速道路の実証実験に向けて、可視光・遠赤外線カメラにより高速道路上の事故や

落下物等の情報をリアルタイムに収集する多機能ポールの設置を行っています。 

加えて、東北自動車道佐野ＳＡ～大谷ＰＡ間における自動運転トラック等の実証実験と連携

し、多機能ポールで収集・処理した先読み情報をＥＴＣ２．０から自動運転トラック等に提供

することで、先読み情報の有効性を検証します。 

走行中給電のプロジェクトでは、実験車両を開発し、東京湾アクアライン管理事務所の敷地

内で、ＥＴＣシステムを活用した停止中のＥＶ車へのワイヤレス給電実験を行いました。 

（東京外かく環状道路の建設） 

東京外かく環状道路（関越～東名）では、国のシールドトンネル施工技術検討会がまとめた

「シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関するガイドライン」を踏まえた再発防止対策

が機能していることを確認しつつ、大泉ＪＣＴ本線トンネル（南行）工事及び中央ＪＣＴ Ｂラ

ンプシールドトンネル工事（中央自動車道及び東八道路ＩＣ（仮称）から東京外環自動車道南

行きへのオンランプ工事）において掘進を行っております。また、東名ＪＣＴ地中拡幅工事（東

京外環自動車道南行きと東京外環自動車道南行きから東名高速道路へのオフランプを接続させ

る工事）を進めております。引き続き、施工状況や周辺環境をモニタリングしながら細心の注

意を払って進めてまいります。 

地表面陥没・空洞事故については、地盤の補修を行うため、対象範囲の家屋等の仮移転又は

事業者による土地・家屋等の買取り等のご相談をさせていただいております。令和５年８月か

らは仮移転等が完了した箇所の地盤補修を実施しております。引き続き、住民の皆さまのご意

見を伺いながら、工事中の振動・騒音の軽減に努めるとともに、安全に細心の注意を払い、責

任を持って実施してまいります。 

当連結会計年度の料金収入等は、交通量の増加等により、８，５６７億１２百万円（前期比

２．１％増）となりました。また、首都圏中央連絡自動車道の４車線化、特定更新事業の進捗

等に伴い、道路資産完成高は３，４１７億７１百万円（前期比３１．９％増）となりました。こ

れらにより、高速道路事業における営業収益は１兆１，９８４億８３百万円（前期比９．１％

増）となりました。 
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一方、日本高速道路保有・債務返済機構（以下「高速道路機構」）との協定に基づく道路資産

賃借料は５，９７８億６２百万円（前期比２．６％増）となりました。また、その他の営業費用

は、道路資産完成原価等の増加に伴い、６，０４６億９２百万円（前期比１６．９％増）となり

ました。これらにより、高速道路事業における営業費用は１兆２，０２５億５４百万円（前期

比９．３％増）となりました。 

この結果、当連結会計年度において、高速道路事業は４０億７０百万円の営業損失（前期は

１５億３６百万円の営業損失）となりました。 

 

Ⅱ 受託事業 

受託事業につきましては、高速道路株式会社法第５条第４項の規定に従い、国、地方公共団

体等の委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等で、経済性、効率性等から当社が行う事

業と一体として実施することが適当と認められる工事等を実施してまいりました。 

当連結会計年度の受託事業における営業収益は４８６億７２百万円（前期比３２．０％増）、

営業費用は４８０億３７百万円（前期比３０．６％増）となり、この結果、６億３４百万円の

営業利益（前期は６８百万円の営業利益）となりました。 

 

Ⅲ 道路休憩所事業 

道路休憩所事業は、当社が管理する３３０か所（うち、当社の商業施設があるのは１９１か

所）のＳＡ・ＰＡを、より魅力ある空間として楽しんでいただけるようにするため、グループ

一体となって業務執行の効率性を追求しながら、お客さまにご満足いただけるエリアづくりに

努めております。また、令和６年６月に実施したサービスエリア事業部門の再編以降、グルー

プ会社間の連携強化、意思決定の迅速化等により、収益力の強化も図っております。 

（商業施設の運営） 

令和７年６月３０日には、東北自動車道矢巾ＰＡ（下り線）にコンビニエンスストア「ファ

ミリーマート」をオープンしました。１２時間営業から２４時間営業への移行や、岩手県企業

と連携したプライベートブランド（以下「ＰＢ」）商品「酒米スナック」の販売など、サービス

の充実を図りました。 

令和８年１月３１日には、首都圏中央連絡自動車道坂東ＰＡ（外回り）をオープンしました。

新たな休憩施設の整備にあわせて商業施設を設置することで、お客さまの安全性及び利便性の

向上に寄与しました。 

令和８年３月１７日には、東北自動車道佐野ＳＡ（上り線）をドラマチックエリアとしてリ

ニューアルオープンしました。上下線を行き来しながら、思い思いの時間を楽しめる「佐野パ

ークＳＡ」の完成に加え、地域の食や特産品を提供するなど商業施設の充実を図りました。こ

れらの商業施設の新設やリニューアルを通じて、お客さまサービスの向上及び地域の魅力発信

に取り組んでいます。 

また、将来的な担い手不足への対応とサービス水準の維持を目的として、省人化に向けた取

組みも進めています。令和７年４月１１日に実施した常磐自動車道日立中央ＰＡ（上り線）に

おける無人決済エリアの導入に続き、令和８年３月２４日には、道央自動車道輪厚ＰＡ（下り
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線）に無人販売店舗「輪厚ＧＯ」をオープンしました。有人エリアと無人エリアを組み合わせ、

さらなる利便性と省人化を両立する店舗を目指します。 

このほか、高速道路をより楽しんでいただけるよう、「ＥＮＪＯＹ！よりみち」をテーマとし

た、地域や季節に応じたプロモーションを展開しております。具体的には、夏休み限定の企画

として「たまごっちハイウェイスタンプラリー」を開催したほか、７月には岩手県や埼玉県の

企業と連携し、アルコールフリーのＰＢ商品「和みのゼロ」を販売しました。今後も、各種販

促施策を通じた収益力の向上に取り組んでまいります。 

（ＥＶ急速充電器の整備） 

ＳＡ・ＰＡにおける充電インフラとして、ＥＶ急速充電器の高出力化・複数口化を推進して

います。当連結会計年度においては、当社管内のＳＡ・ＰＡに急速充電器を４４口増設し、計

３２５口の整備が完了しました。 

当連結会計年度の道路休憩所事業における営業収益は、店舗売上高の増加により、３５８億

５１百万円（前期比１．６％増）となりました。 

一方、営業費用は、店舗売上高の増加に伴い売上原価や連結子会社の一般管理費が増加した

こと等により、３２０億９６百万円（前期比３．６％増）となり、この結果、３７億５５百万円

の営業利益（前期は４２億９０百万円の営業利益）となりました。 

 

Ⅳ その他の事業 

その他、再生可能エネルギー事業（仙台泉太陽光発電所）、カード事業、日比谷駐車場事業、

仙台南及び郡山トラックターミナルにおけるトラックターミナル事業、高速道路の高架下にお

ける占用施設活用事業、旅行事業等を行っております。 

新規事業開発では、オープンイノベーションによる高速道路の新サービスの実現、地域の活

性化や社会課題の解決に資する事業の創出を目的とした「ドラぷらイノベーションラボ」にお

いて、企業と実証実験等に取り組んでいます。当連結会計年度においては、新たに５件のプロ

グラムを採択しており、前連結会計年度までに採択したプログラムも含め、採択企業と順次実

証実験を行っております。 

海外事業では、インド現地法人（Ｅ－ＮＥＸＣＯ ＩＮＤＩＡ ＰＲＩＶＡＴＥ ＬＩＭＩ

ＴＥＤ）が、ひび割れ、わだち掘れ等を的確に把握できる路面性状測定車「Ｅ－ＮＥＸＣＯ Ｅ

ｙｅ」を用いて、路面性状測定業務を実施しております。さらに、国内の高速道路事業で蓄積

された技術とノウハウを活用し、インドやバングラデシュ等において道路の運営・維持管理に

関するコンサルティング事業を行っております。 

当連結会計年度のその他の事業における営業収益は３０億３９百万円（前期比８．１％減）、

営業費用は２７億９９百万円（前期比４．６％減）となり、この結果、２億３９百万円の営業

利益（前期は３億７３百万円の営業利益）となりました。 
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（２）対処すべき課題 

当社グループは、安全・安心・快適・便利な高速道路サービスを提供するとともに、高速道

路機構に対して協定に基づく道路資産賃借料を着実に支払い、将来にわたり高速道路ネットワ

ークの機能を維持・強化していく使命を担っています。 

一方で、近年は、自然災害の激甚化・頻発化、道路構造物の老朽化の進行、建設資材費・人件

費の高騰、人口減少に伴う担い手不足など、当社グループを取り巻く事業環境は一層厳しさを

増しています。 

これらの事業環境の変化を踏まえた主な課題と対応は以下のとおりです。 

（防災・減災対応力の強化） 

大規模地震や線状降水帯、集中降雪等の異常気象への対応力強化は、引き続き最重要課題の

一つです。橋梁や盛土の耐震補強を計画的に進めるとともに、航空レーザ測量やドローン等の

新技術を活用した災害リスクの低減に取り組んでまいります。また、首都直下地震等を想定し

た緊急輸送路の確保など、発災後においても高速道路機能を早期に回復できる体制の構築を進

めてまいります。 

（高速道路ネットワーク機能の強化と円滑化） 

首都圏をはじめとする高速道路の機能強化を図るため、ネットワーク整備による複数ルート

化を進めてまいります。あわせて、付加車線の整備や時間帯別料金の活用、ＡＩを用いた渋滞

予測やルート案内等により、慢性的な渋滞の緩和や交通の円滑化に取り組んでまいります。 

（安全水準の向上） 

高速道路の安全性を一層高めるため、逆走対策や暫定２車線区間における正面衝突事故対策

を着実に進めてまいります。また、４車線化の推進等を通じ、ネットワーク全体の安全性と信

頼性の向上を図ってまいります。 

（お客さま利便性・快適性の向上） 

お客さまにより快適に高速道路をご利用いただけるよう、ドラぷらアプリや音声アプリ等を

活用した情報提供の高度化に取り組んでまいります。また、ＳＡ・ＰＡにおいては、無人決済

システムの導入や施設のリニューアル等を進め、利便性の向上や地域の魅力を感じられるサー

ビスの充実を図ってまいります。 

（次世代高速道路・技術革新への対応） 

自動運転車両の普及を見据え、実証実験等を通じて次世代高速道路の実現に向けた技術検証

を進めてまいります。あわせて、ＥＶ急速充電器の高出力化・増設や、次世代課金方法の検討

など、新たなモビリティへの対応に取り組んでまいります。 

（社会課題解決・脱炭素への貢献） 

地域との連携による地域共創の取組みを進めるとともに、物流分野においては、休憩機能の

拡充や中継輸送拠点の整備など、社会課題の解決に資する取組みを推進してまいります。また、

「ＮＥＸＣＯ東日本グループ カーボンニュートラル推進戦略」及び「ＮＥＸＣＯ東日本 道

路脱炭素化推進計画」に基づき、道路・施設の省エネルギー化や低炭素型資材・施工方法の活
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用等を通じて、環境負荷の低減に取り組んでまいります。 

（高速道路リニューアルの推進） 

供用から長期間が経過した道路構造物の老朽化が進行する中、高速道路を将来にわたり安全・

安心にご利用いただくため、高速道路リニューアルプロジェクトを着実に推進してまいります。

橋梁床版やトンネル、舗装等の大規模更新・修繕に計画的に取り組むとともに、高耐久化技術

の活用等により、将来世代に引き継ぐ高速道路の健全性確保に努めてまいります。 

（持続可能な事業運営基盤の確立） 

労務費・材料費の高騰等による維持管理コストの増加を踏まえ、効率的な維持管理手法の導

入やＤＸの推進により、事業運営力の強化を図ってまいります。あわせて、持続可能な道路運

営の確保の観点から、将来を見据えた財源確保のあり方についても検討を進めてまいります。

さらに、人材育成方針に基づき、人材の確保・育成や多様で柔軟な働き方の実現に取り組んで

まいります。 

これらの課題に対応するため、当社グループは、令和７年８月に国土交通省が取りまとめた

「高速道路機構・会社の業務点検フォローアップ」の内容等を踏まえ、令和８年度から令和  

１２年度までを対象期間とする中期経営計画を令和８年３月に策定しました。 

本計画では、「安全・安心・快適・便利な社会インフラサービスをお届けするとともに、次世

代高速道路の取組みを推進する」「社会課題の解決に貢献し、日本と地域を支える」「事業運営

力を強化し、働く人にとって誇れる企業グループとなる」の３つの基本方針のもと、各施策に

計画的かつ総合的に取り組んでまいります。 

なお、本計画に掲げるＤＸの推進により、事業運営力の強化を図るための体制として、令和

８年６月に、技術本部を「技術・ＤＸ本部」に改組し、同本部にＤＸ推進部を新設することと

しました。 

高速道路をこれまで以上に有効に活用し、その効果を最大限発揮させることで、地域社会の

発展と暮らしの向上、更には広く日本経済全体の活性化に貢献してまいります。株主様におか

れましては、今後とも当社グループの事業に対し、一層のご支援を賜りますようお願いいたし

ます。 

 

9



10 
 

（３）資金調達の状況 

当連結会計年度の道路建設等の資金に充てるため、次のとおり、総額５，１４９億円の普通

社債を発行するとともに、金融機関から総額１，７５１億円の借入れを行い、総額６，９００

億円を調達いたしました。 

種 別 発行日又は借入日 発行額又は借入額 

東日本高速道路株式会社第１１９回社債 令和７年 ４月３０日 ８００億円 

東日本高速道路株式会社第１２０回社債 令和７年 ４月３０日 １，１８０億円 

東日本高速道路株式会社第１２１回社債 令和７年 ４月３０日 ２５１億円 

東日本高速道路株式会社第１２２回社債 令和７年 ７月３１日 ２００億円 

東日本高速道路株式会社第１２３回社債 令和７年 ７月３１日 １，５００億円 

東日本高速道路株式会社第１２４回社債 令和７年 ７月３１日 ３５０億円 

東日本高速道路株式会社第１２５回社債 令和７年 ９月２５日 ２１８億円 

東日本高速道路株式会社第１２６回社債 令和７年１１月２８日 １００億円 

東日本高速道路株式会社第１２７回社債 令和７年１１月２８日 ２５０億円 

東日本高速道路株式会社第１２８回社債 令和８年 １月３０日 ３００億円 

長期借入金 令和７年 ８月２２日 ６５０億円 

長期借入金 令和７年 ８月２２日 ２００億円 

長期借入金 令和７年 ８月２２日 １５０億円 

長期借入金 令和７年 ９月３０日 ３００億円 

長期借入金 令和８年 １月１６日 １００億円 

長期借入金 令和８年 １月１６日 １００億円 

長期借入金 令和８年 ２月２０日 １０１億円 

長期借入金 令和８年 ３月 ６日 １５０億円 

合計  ６，９００億円 

上記のほか、高速道路機構から２４億９，９００万円の無利子借入を行いました。 

なお、道路建設等の事業資金に充てるために当社が負担している債務のうち、当連結会計年

度においては、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法第１５条第１項の規定に基づ

き、高速道路機構に帰属した道路資産に対応する３，９００億円（社債債務３，４００億円及

び借入金債務５００億円）の債務が高速道路機構に引き受けられました。 

また、令和８年３月１２日開催の取締役会において、令和８年度における普通社債及び長期

借入金の調達限度額を１３，７８２億円、短期社債に係る残高の限度額を１，５００億円、短

期借入金に係る残高の限度額を７５０億円とすることをそれぞれ決議いたしました。 
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（４）設備投資の状況  

① 当連結会計年度中に完成した主要設備 

（高速道路事業） 

常磐自動車道いわき小名浜料金所ほか３０５料金所における料金収受設備の新設、更新（全

３０６料金所） 

（道路休憩所事業） 

東北自動車道佐野ＳＡ（上り線）の拡充 

 

② 当連結会計年度継続中の主要設備の新設・拡充 

（高速道路事業） 

常磐自動車道つくばみらいスマートＩＣ料金所ほか６料金所の新設（全７料金所） 

常磐自動車道つくばみらいスマートＩＣ料金所ほか２２９料金所における料金収受設備の新

設、更新（全２３０料金所） 
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（５）財産及び損益の状況  

 ①企業集団の財産及び損益の状況 

区分 単位 
令和４年度 

第 18 期 

令和５年度 

第 19 期 

令和６年度 

第 20 期 

令和７年度 

第 21 期 
（当連結会計年度） 

営 業 収 益 

（売 上 高） 
百万円 1,108,624 1,111,528 1,171,883 1,284,583 

経 常 利 益 

又 は 損 失 
百万円 △1,738 9,058 6,877 5,923 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

又は純損失 

百万円 7,384 8,742 5,829 6,631 

１株当たり 

当期純利益 

又は純損失 

円 70.33 83.26 55.51 63.15 

総 資 産 百万円 1,745,022 1,962,169 2,157,733 2,458,458 

純 資 産 百万円 240,135 256,749 276,256 291,215 

自己資本比率 ％ 13.76 13.08 12.80 11.84 

１株当たり 

純資産 
円 2,287.00 2,445.23 2,631.00 2,773.48 

 

②当社の財産及び損益の状況 

区分 単位 
令和４年度 

第 18 期 

令和５年度 

第 19 期 

令和６年度 

第 20 期 

令和７年度 

第 21 期 
（当事業年度） 

営 業 収 益 

（売 上 高） 
百万円 1,086,184 1,086,549 1,145,773 1,258,517 

経 常 利 益 

又 は 損 失 
百万円 △7,847 1,113 1,769 1,273 

当期純利益 

又は純損失 
百万円 3,533 2,407 3,067 3,833 

１株当たり 

当期純利益 

又は純損失 

円 33.65 22.93 29.21 36.51 

総 資 産 百万円 1,698,174 1,906,970 2,098,728 2,396,926 

純 資 産 百万円 195,398 197,817 200,855 204,680 

自己資本比率 ％ 11.50 10.37 9.57 8.53 

１株当たり 

純資産 
円 1,860.93 1,883.97 1,912.91 1,949.33 
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（６）主要な事業内容 

 事業部門 主要な事業内容 

高速道路事業 
道路管理事業 

道路建設事業 

受託事業 道路受託事業 

道路休憩所事業 道路休憩所事業 

その他の事業 

駐車場事業 

トラックターミナル事業 

占用施設活用事業 

ホテル事業 

ウェブ事業 

コンサルティング事業 

海外事業 

カード事業 
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（７）主要な営業所 

                           （令和８年３月３１日現在） 

① 当社の主要な事業所 

・本社        （東京都千代田区） 

・支社 北海道支社   （札幌市）      【  ５管理事務所、２工事事務所】 

東北支社     （仙台市）      【１３管理事務所、３工事事務所】 

関東支社     （さいたま市）  【１２管理事務所、６工事事務所】 

新潟支社     （新潟市）      【  ４管理事務所、１工事事務所】 

 

②主要な子会社の本店所在地  

株式会社ネクスコ・トール東北（仙台市） 

株式会社ネクスコ・トール関東（東京都墨田区） 

株式会社ネクスコ・トール北関東（さいたま市） 

株式会社ネクスコ・エンジニアリング北海道（札幌市） 

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北（仙台市） 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング（東京都荒川区） 

株式会社ネクスコ・エンジニアリング新潟（新潟市） 

株式会社ネクスコ・メンテナンス北海道（札幌市） 

株式会社ネクスコ・メンテナンス東北（仙台市） 

株式会社ネクスコ・メンテナンス関東（東京都千代田区） 

株式会社ネクスコ・メンテナンス新潟（新潟県長岡市） 

株式会社ネクスコ・パトロール東北（仙台市） 

株式会社ネクスコ・パトロール関東（さいたま市） 

株式会社ネクスコ・サポート北海道（札幌市） 

株式会社ネクスコ・サポート新潟（新潟市） 

株式会社ネクスコ東日本トラスティ（東京都港区） 

株式会社関東エリアクリーン（東京都千代田区） 

株式会社ネクスコ東日本エリアトラクト（東京都港区） 

株式会社ネクスコ東日本リテイル（東京都港区） 

株式会社ネクスコ東日本エリアサポート（東京都港区） 

株式会社ネクスコ東日本ロジテム（千葉県習志野市） 

株式会社ネクスコ東日本シティフード（東京都港区） 

株式会社ネクスコ東日本イノベーション＆コミュニケーションズ（東京都港区） 

E-NEXCO INDIA PRIVATE LIMITED（インド国ハリヤナ州） 
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（８）従業員の状況 

                           （令和８年３月３１日現在） 

①企業集団の使用人の状況 

事業部門 従業員数 対前期比増減 

高速道路事業 
１４，５４１名 ３４名増 

受託事業 

道路休憩所事業 
９７４名 １９名増 

その他の事業 

共通部門 ４２４名 １０名増 

計 １５，９３９名 ６３名増 

 

②当社の使用人の状況 

従業員数 対前期比増減 平均年齢 平均勤続年数 

２,６４３名 ４３名増 ４０．３歳 １６．５年 

  注）当社から社外への出向者を除き、社外からの出向者を含みます。 
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（９）重要な子会社の状況            

（令和８年３月３１日現在） 

①重要な子会社の状況 

名称 資本金 議決権比率 主要な事業内容 

株式会社ネクスコ・トール東北 90 百万円 100.0％ 料金収受業務 

株式会社ネクスコ・トール関東 90 百万円 100.0％ 料金収受業務 

株式会社ネクスコ・トール北関東 90 百万円 100.0％ 料金収受業務 

株式会社ネクスコ・エンジニアリ

ング北海道 
60 百万円 100.0％ 保全点検業務 

株式会社ネクスコ・エンジニアリ

ング東北 
90 百万円 100.0％ 保全点検業務 

株式会社ネクスコ東日本エンジ

ニアリング 
90 百万円 100.0％ 保全点検業務 

株式会社ネクスコ・エンジニアリ

ング新潟 
40 百万円 100.0％ 保全点検業務 

株式会社ネクスコ・メンテナンス

北海道 
43 百万円 100.0％ 維持修繕業務 

株式会社ネクスコ・メンテナンス

東北 
99 百万円 100.0％ 維持修繕業務 

株式会社ネクスコ・メンテナンス

関東 
90 百万円 100.0％ 維持修繕業務 

株式会社ネクスコ・メンテナンス

新潟 
72 百万円 100.0％ 維持修繕業務 

株式会社ネクスコ・パトロール東

北 
60 百万円 100.0％ 交通管理業務 

株式会社ネクスコ・パトロール関

東 
90 百万円 100.0％ 交通管理業務 

株式会社ネクスコ・サポート北海

道 
40 百万円 100.0％ 料金収受業務及び交通管理業務 

株式会社ネクスコ・サポート新潟 40 百万円 100.0％ 料金収受業務及び交通管理業務 

株式会社ネクスコ東日本トラス

ティ 
45 百万円 100.0％ 

用地の取得・管理及び社屋等管理

業務 

株式会社関東エリアクリーン 30 百万円 100.0％ 維持修繕業務 

株式会社ネクスコ東日本エリア

トラクト 
15 億円 100.0％ 

ＳＡ・ＰＡ内商業施設の管理・運

営業務 

株式会社ネクスコ東日本リテイ

ル 
90 百万円 100.0％ ＳＡ・ＰＡ内直営店舗運営業務 

株式会社ネクスコ東日本エリア

サポート 
90 百万円 100.0％ 

ＳＡ・ＰＡ内商業施設の管理点検

業務及びコンシェルジェ業務 

株式会社ネクスコ東日本ロジテ

ム 
90 百万円 100.0％ ＳＡ・ＰＡ内店舗への配送等業務 

株式会社ネクスコ東日本シティ

フード 
60 百万円 100.0％ 飲食店舗運営業務 

株式会社ネクスコ東日本イノベ

ーション＆コミュニケーション

ズ 

85 百万円 100.0％ 
ＳＭＨ関連技術や情報基盤高度

化技術の調査、研究、開発業務 

E-NEXCO INDIA PRIVATE LIMITED 
3 億 9百万 

ルピー 
100.0％ 

インドにおける高速道路分野の

技術支援業務 
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注）株式会社関東エリアクリーンは、株式会社ネクスコ・メンテナンス関東の完全子会社（当

社の孫会社）であります。 

注）株式会社ネクスコ東日本リテイル、株式会社ネクスコ東日本エリアサポート、株式会社

ネクスコ東日本ロジテム及び株式会社ネクスコ東日本シティフードは、株式会社ネクスコ

東日本エリアトラクトの完全子会社（当社の孫会社）であります。 

 

②その他の重要な企業結合の状況 

 名称 資本金 議決権比率 主要な事業内容 

東京湾横断道路株式会社 900 億円 33.3％ 
東京湾アクアライン、海ほたるＰ

Ａの管理・運営業務 

株式会社ＮＥＸＣＯシステムソ

リューションズ 
50 百万円 33.3％ 

ＮＥＸＣＯ３社の基幹となるシ

ステムの運用管理業務 

株式会社高速道路総合技術研究

所 
45 百万円 33.3％ 

ＮＥＸＣＯ３社の高速道路技術

に関する調査・研究・技術開発業

務 

高速道路トールテクノロジー株

式会社 
75 百万円 30.3％ 

料金収受機械保守整備業務、料金

収入の計数管理業務、料金システ

ム関係業務 

株式会社ＮＥＸＣＯ保険サービ

ス 
15 百万円 33.3％ 

損害保険代理店業務、生命保険募

集業務、保険コンサルティング業

務 

東北高速道路ターミナル株式会

社 

10 億 82 百

万円 
27.0％ 

仙台南トラックターミナル、郡山

トラックターミナルの管理・運営

業務 

日本高速道路インターナショナ

ル株式会社 
49 百万円 29.4％ 

海外の高速道路の新設・改築・維

持・修繕・管理に関する業務 
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（１０）主要な借入先の状況 

借入先 借入額 

株式会社みずほ銀行 ６３億４２百万円 

株式会社三井住友銀行 ４０億２９百万円 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 ４０億２９百万円 

農林中央金庫 ３９億６３百万円 

信金中央金庫 ３５億８５百万円 

注）当連結会計年度においては、上記のクラブ型シンジケートローン（総額３００億円）の

ほか、ジェネラル型シンジケートローン等（総額１，４５１億円）を借り入れております。 
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２．会社の株式に関する事項 

（令和８年３月３１日現在） 

（１）株式の状況 

① 発行可能株式総数  ４２０百万株 

② 発行済株式の総数  １０５百万株 

③ 株主数           １名 

④ １単元の株式数     １００株 

 

（２）株主の状況 

株主名 
当社への出資状況 当社の株主への出資状況 

持ち株数 議決権比率 持ち株数 議決権比率 

財務大臣 105,000,000 株 100.00％ － － 
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３．会社役員に関する事項 

（１）取締役及び監査役の状況  

（令和８年３月３１日現在） 

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況 

渡邉 光一郎 

 

取締役会長 

 

ＮＴＴ株式会社社外取締役 

株式会社オリエンタルランド社外取締役 

由木 文彦 

 

代表取締役社長 

ＣＥＯ（最高経営責任者） 

 

髙橋 知道 

 

代表取締役兼副社長執行役員 

建設事業本部長 

 

伊勢田 敏 

 

取締役兼常務執行役員 

経営企画本部長 

 

椎名 穣 

 

取締役兼常務執行役員 

総務・経理本部長 

 

田仲 博幸 

 

取締役兼常務執行役員 

管理事業本部長 

 

吉見 秀夫 

 

取締役兼常務執行役員 

サービスエリア・新事業本部長 

 

宮川 暁世 取締役  

佐藤  二 監査役（常勤）  

黒田 泰則 監査役（常勤）  

河内 祐典 監査役（常勤）  

矢ケ﨑 紀子 監査役（非常勤） 日本貨物鉄道株式会社社外取締役 

東武鉄道株式会社社外取締役 

注）取締役渡邉光一郎氏及び宮川暁世氏は、会社法第２条第１５号に規定する社外取締役であ

ります。 

注）監査役黒田泰則氏、河内祐典氏及び矢ケ﨑紀子氏は、会社法第２条第１６号に規定する社

外監査役であります。 

注）宮川暁世氏の戸籍上の氏名は、浅川暁世であります。 

注）ＮＴＴ株式会社、株式会社オリエンタルランド、日本貨物鉄道株式会社及び東武鉄道株式会

社と当社との間には、特別の利害関係はありません。 

注）当社は、社外取締役である渡邉光一郎氏及び宮川暁世氏並びに監査役である佐藤 二氏、

黒田泰則氏、河内祐典氏及び矢ケ﨑紀子氏との間で、その職務を行うにつき善意でありかつ

重大な過失がなかったときは、会社法第４２５条第１項に定める最低責任限度額をその責任

の限度とする旨の契約を締結しております。 

注）当社は、取締役、監査役及び執行役員の全員を被保険者とする会社法第４３０条の３第１

項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約

では、被保険者が会社の役員等の地位に基づき行った行為（不作為を含みます。）に起因して

損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金、訴訟費用等が塡補される

こととなります。 

※ 監査役矢ケ﨑紀子氏は、令和８年６月２５日付で日本貨物鉄道株式会社社外取締役を退任

20



21 
 

する予定であります。 
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（２）取締役及び監査役に支払った報酬等の額 

区分 人数 報酬等の額 

取締役 ８名 １３８百万円 

監査役 ４名 ６０百万円 

計 １２名 １９８百万円 

注）上記報酬等の額には、社外役員５名の報酬の総額５８百万円を含んでおります。 

注）上記のほか、当連結会計年度において役員退職慰労引当金として１４百万円を繰り入れて

おります。 

注）平成１７年９月２１日開催の創立総会決議による取締役の報酬総額は年額２００百万円以

内、監査役の報酬総額は年額７０百万円以内です。 

なお、取締役の員数は１０名以内、監査役の員数は４名以内と定款に定めております。 

注）当社は、取締役の個人別の報酬について、上記注記記載の創立総会で定めた年間報酬総額

の範囲内で配分することとしており、職責に応じた報酬額とすることを前提に、その決定権

限を取締役会から代表取締役社長由木文彦に委任しております。 
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（３）社外役員に関する事項 

①  各社外役員の主な活動状況 

Ⅰ 取締役 渡邉 光一郎 

当連結会計年度における主な活動状況 

当該年度に開催された取締役会１５回全てに出席し、主に長年にわたる企業経営の豊富な

経験と実績を生かし、経営から独立した客観的・中立的な立場から、取締役会における意

思決定及び取締役の職務執行の監督の妥当性・適正性を確保するという、当社が社外取締

役として期待する役割を果たすため、必要な発言を行っております。 

 

Ⅱ 取締役 宮川 暁世 

当連結会計年度における主な活動状況 

当該年度に開催された取締役会１５回全てに出席し、金融機関において培った経理、金融

等に関する経験・識見を生かし、経営から独立した客観的・中立的な立場から、取締役会

における意思決定及び取締役の職務執行の監督の妥当性・適正性を確保するという、当社

が社外取締役として期待する役割を果たすため、必要な発言を行っております。 

 

Ⅲ 監査役 黒田 泰則 

当連結会計年度における主な活動状況 

当該年度に開催された取締役会１５回全て、監査役会１５回全てに出席し、主に、法令や

定款の遵守並びに取締役会における意思決定及び取締役の職務執行の監督の妥当性・適正

性を確保する見地から、発言を行っております。また、常勤監査役として経営会議その他

の重要会議に出席のほか、支社、事務所、グループ会社の往査等を行い、会計監査人・内

部監査部門とも連携を図り、取締役の職務の執行が適法、適切に行われているかを監査し

ております。また、代表取締役との意見交換の場において、有益な意見具申をしておりま

す。 

 

Ⅳ 監査役 河内 祐典 

当連結会計年度における主な活動状況 

当該年度に開催された取締役会１５回全て、監査役会１５回全てに出席し、主に、法令や

定款の遵守並びに取締役会における意思決定及び取締役の職務執行の監督の妥当性・適正

性を確保する見地から、発言を行っております。また、常勤監査役として経営会議その他

の重要会議に出席のほか、支社、事務所、グループ会社の往査等を行い、会計監査人・内

部監査部門とも連携を図り、取締役の職務の執行が適法、適切に行われているかを監査し

ております。また、代表取締役との意見交換の場において、有益な意見具申をしておりま

す。 

 

Ⅴ 監査役 矢ケ﨑 紀子 

当連結会計年度における主な活動状況 

当該年度に開催された取締役会１５回の中１４回、監査役会１５回全てに出席し、主に、
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法令や定款の遵守並びに取締役会における意思決定及び取締役の職務執行の監督の妥当

性・適正性を確保する見地から、発言を行っております。また、監査役会において常勤監

査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、会計監査人・内部監査部門

とも連携を図り、取締役の職務の執行が適法、適切に行われているかを監査しております。

また、代表取締役との意見交換の場において、有益な意見具申をしております。 
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４．会計監査人の状況 

（１）会計監査人の名称  

ＥＹ新日本有限責任監査法人 

 

（２）当連結会計年度に係る会計監査人の報酬等の額 

報酬等の額 ７７百万円 

当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の

利益の合計額 
１０６百万円 

注）表下段の額には、表上段の額を含んでおります。 

注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基

づく監査の報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当連結会

計年度に係る会計監査人の報酬等の額には、これらの合計額を記載しております。 

注）当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を

踏まえ、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況及び報酬見積りの算定根拠

等を確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第３９９条第１項の同意を

行っております。 

 

（３）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 

会計監査人が会社法第３４０条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合に、監

査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任します。 

また、当社監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると

判断した場合に、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決

定し、当社取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出します。 
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５．業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容及びその運用状況の概要 

当社は、社長を委員長とする「内部統制委員会」において内部統制システムの基本方針に係

る運用状況を審議し、その結果について取締役会に報告するほか、基本方針の内容変更の要否

について審議するなど、実効性のある内部統制システムの構築・運用に取り組んでおります。

当連結会計年度においては、令和８年３月に内部統制委員会を開催し、委員会の審議結果とし

て、内部統制システムが適切に運用されていることを同月の取締役会に報告しています。 

当社の業務の適正を確保するための体制及び当連結会計年度における当該体制の運用状況の

概要は、次のとおりであります。 

 

【１】業務の適正を確保するための体制 

① 当社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

取締役は、取締役会の意思決定に参画するとともに、取締役の職務を相互に監督し、法令に

定める「善管注意義務」及び「忠実義務」に則って適切に職務を行う。 

高い倫理観と社会的ルールの遵守のための行動指針として、倫理行動規範を定め、取締役は

これを率先して実践する。 

また、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体などには、毅然として対

応し、一切の関係を遮断することとし、そのために必要な体制の整備を図る。 

 

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

職務の執行に係る文書その他の情報につき、社内規則を定め、適切に保存及び管理を行う。 

 

③ 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

安全・安心を最優先に、事故・災害等の発生に備えて事故・災害等の予防、応急対策及び復

旧に関する規程等社内規則を定め、迅速かつ適切な対応ができる体制を整えるとともに、老朽

化する高速道路の確実な維持管理に向けた取組を行う。 

また、リスクマネジメントに関する規程等社内規則を定め、事業執行上の各種のリスクにつ

いては、それぞれの担当部署において対策を講じるとともに、委員会等で適宜検証し、適切に

対応する体制を整えるほか、経営に与える影響の大きい最重要リスクのマネジメントについて

は、重要経営課題として位置付け、取り組むこととする。 

 

④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

取締役会を毎月１回定時に開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催し、会社の重要な業

務執行に係る決議、報告を行うとともに、経営会議を設置し、全社的に影響を及ぼす重要事項

を十分に審議する。 

また、経営の監督機能と業務執行機能の明確な役割分担の下、役員・執行役員間の全社的な

経営情報の共有を行う役員連絡会を設置し、取締役会の決議又は経営会議の審議に基づく代表

取締役の定めた方針に従い業務を執行する体制を確立するとともに、組織と職務権限・責任に
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関する社内規則を定め、効率的執行を確保する。 

 

⑤ 当社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

当社が行う高速道路事業の高い公共性に鑑み、法令、定款、倫理行動規範、その他社内規則

及び社会通念等を遵守した職務の執行を確保するため、法令遵守活動に関する委員会を設置し、

コンプライアンス体制の推進を図ることにより、使用人が高い倫理観を保持し行動する環境を

整備する。 

また、内部監査の専属組織を設置し、継続的な監査を実施する。 

加えて、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体などには、毅然として

対応し、一切の関係を遮断することとし、そのために必要な体制の整備を図る。 

 

⑥ 当社並びに当社の子会社及び孫会社から成る企業集団における業務の適正を確保するため

の体制 

１ 当社の子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制  

必要に応じて、子会社の職務執行状況について役員連絡会における報告を義務づけるほか、

子会社の経営管理に関する社内規則を定め、子会社の経営管理上重要な事項について、当社

の承諾等を行う体制を整える。 

 

２ 当社の子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制  

子会社がリスクマネジメントに関する規程等社内規則を定めるなど、子会社において事業

執行上の各種のリスクに適切に対応する体制を整える。 

 

３ 当社の子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制  

グループ戦略会議を設置し、当社グループの事業戦略を推進かつ共有するほか、子会社に

取締役会を設置し適切に運営するなど、子会社の態様に応じ、効率的執行を確保する。 

 

４ 当社の子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制  

子会社の取締役及び使用人が法令、定款、その他社内規則及び社会通念等を遵守するため、

当社グループ倫理行動規範を定めるほか、必要に応じて、子会社における内部統制体制につ

いて指導・支援を行うことにより、子会社の取締役及び使用人が高い倫理観を保持し行動す

る環境の整備に努めるとともに、子会社の内部監査を定期的に実施する。 

 

５ 孫会社の業務の適正を確保するための体制 

孫会社の業務の適正を確保するため、前各号と同等の体制を、孫会社の親会社となる子会

社を通じて整える。 
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⑦ 当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人

に関する事項 

監査役会の庶務その他監査役の職務補助担当の専属組織を設置し、専属の使用人を配置する。 

 

⑧ 前条の使用人の当社の取締役からの独立性及び当社の監査役の当該使用人に対する指示の

実効性の確保に関する事項 

前条の使用人については業務執行部門との兼務を行わず、監査役の職務補助専任とするとと

もに、その人事異動については、監査役に協議することとする。 

 

⑨ 当社の監査役への報告に関する体制 

１ 当社の取締役及び使用人が当社の監査役に報告をするための体制 

取締役または使用人は、監査役会に対して、法定の事項に加え、当社及び当社グループに

重大な影響を及ぼす事項を速やかに報告するとともに、内部監査の実施状況、法令違反その

他のコンプライアンスに関する事実についての通報の状況を定期的に報告することとする。 

 

２ 当社の子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の

監査役に報告をするための体制 

前項の体制に加え、必要に応じて、監査役と子会社の取締役及び監査役が情報共有する体

制を整える。 

 

⑩ 前条の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確

保するための体制 

通報に関する社内規則を定め、通報者に対する不利な取扱いを禁止する。 

 

⑪ 当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の

執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

監査役が職務の執行に関する所要の費用等を請求するときは、当該費用等が監査役の職務の

執行に必要でないと認められる場合を除き、請求に応じる。 

 

⑫ その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

監査役監査の有効性に資するよう、内部監査及び会計監査人による会計監査は、それぞれの

立場で、監査結果の意見交換等により監査役監査との連係に努めることとする。 
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【２】業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

① 当社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

取締役は、取締役会の意思決定に参画し、取締役の職務を相互に監督し、法令に定める善管

注意義務及び忠実義務に則って適切に職務を行っている。 

また、取締役は、「ＮＥＸＣＯ東日本グループ倫理行動規範」を率先して実践している。 

加えて、地区ごとに警察等関係機関と「不当要求防止連絡協議会」を組織するなどし、反社

会的勢力及び団体との一切の関係の排除に取り組んでいる。 

 

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

「取締役会規程」、「文書管理規程」等に基づき、取締役の職務の執行に係る情報を適切に保

存及び管理している。 

なお、当連結会計年度においては、「文書管理規程」の改正により、デジタル化等の社会情勢

の変化に対応した情報の保存及び管理を行うための環境を整備した。 

 

③ 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

「防災業務計画」や大規模災害発生時における事業継続計画等に基づき、事故・災害等の発

生について迅速かつ適切な対応ができる体制を整えている。経年劣化による構造物の老朽化等

に対応するため、中日本高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社と共同で作成した「東・

中・西日本高速道路の更新計画」及び「新たな更新計画」に基づき、大規模更新工事・大規模修

繕工事等の更新事業を適切かつ確実に進めている。 

また、「リスクマネジメント規程」に基づき、事業執行上の各種のリスクについてそれぞれの

担当部署において対策を講じるとともに、リスク管理推進委員会でその内容の検証を行うこと

に加え、最重要リスクのマネジメントについて審議を行い、その結果を取締役会に報告してい

る。 

加えて、当連結会計年度においては、広域的なＥＴＣシステム障害発生時の危機対応マニュ

アルを策定し、不測の事態にも迅速かつ適切に対応できる体制を整備した。 

 

④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

当連結会計年度において取締役会を１５回開催したほか、経営会議を１８回、役員連絡会を

１０回開催し、経営の監督のほか、適正かつ効率的な職務執行に寄与する意思決定、情報共有

等を行っている。 

加えて、「組織規程」、「職務権限・責任規程」を定め、適正かつ効率的な職務執行体制を構築

している。 

 

⑤ 当社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

事業年度ごとに定めるコンプライアンス推進活動計画を推進することにより、使用人が高い

倫理観を保持し行動する環境を整えており、推進活動状況はコンプライアンス委員会において
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モニタリングし、取締役会に報告している。 

また、業務監査室による継続的な内部監査を実施している。 

加えて、地区ごとに警察等関係機関と「不当要求防止連絡協議会」を組織するなどし、反社

会的勢力及び団体との一切の関係の排除に取り組んでいる。 

 

⑥ 当社及び当社の子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

１ 当社の子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制  

役員連絡会において子会社の取締役から職務執行状況を報告させているほか、「グループ経

営規程」に基づき、子会社の経営管理上重要な事項につき当社にて承諾等を行う体制を構築

している。 

 

２ 当社の子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制  

当社の「リスクマネジメント規程」において、子会社がリスクマネジメントに関する社内

規則を制定し、当社が定める方針に基づきリスクマネジメントを実施する旨を定めている。 

各子会社は、当社の規程を踏まえ、各社のリスクマネジメントに関する社内規則を定め、

事業執行上の各種のリスクについて適切に対応できる体制を整えている。 

 

３ 当社の子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制  

当社グループの事業戦略の推進のためグループ戦略会議を開催し、事業戦略及び課題につ

いて共有している。 

また、各子会社は、取締役会のほかに、必要に応じて経営に関する重要事項を審議する会

議体を設置・運営しているなど、子会社の態様に適応した効率的な職務執行を可能とする体

制を構築している。 

 

４ 当社の子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制  

当社及び子会社のコンプライアンス推進責任者を集めた会議を年２回開催し、コンプライ

アンス推進に関する意見交換や情報を共有するほか、当社及び子会社の取締役及び使用人全

員に対してコンプライアンス情報を定期的に発信すること等により「ＮＥＸＣＯ東日本グル

ープ倫理行動規範」の遵守を徹底するとともに、必要の都度、子会社における内部統制体制

について指導・支援を行う等、子会社の取締役及び使用人が高い倫理観を保持し行動する環

境を整備している。 

また、当社業務監査室にて子会社の内部監査を定期的に実施している。 

 

５ 孫会社の業務の適正を確保するための体制  

孫会社の業務の適正を確保するための体制として、当社が子会社に対して行う前各号と同

等の体制を、子会社を通じて構築させている。 
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⑦ 当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人

に関する事項 

監査役会の庶務その他監査役の職務補助担当の専属組織として監査役室を設置するとともに、

同室に専属の使用人を配置している。 

 

⑧ 前条の使用人の当社の取締役からの独立性及び当社の監査役の当該使用人に対する指示の

実効性の確保に関する事項 

監査役室の専属の使用人については、業務執行部門との兼務を行わず、監査役の職務補助専

任としている。 

また、監査役室の専属の使用人の人事異動については、予め監査役に協議し、承諾を得た上

で行っている。 

 

⑨ 当社の監査役への報告に関する体制 

１ 当社の取締役及び使用人が当社の監査役に報告をするための体制 

取締役又は使用人は、監査役会に対して、法定の事項に加え、当社及び当社グループに重

大な影響を及ぼす事項を確認した場合は速やかに報告しているほか、内部監査の実施状況、

法令違反その他のコンプライアンスに関する事実についての通報の状況を、監査役との意見

交換等を通じて定期的に報告している。 

 

２ 当社の子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の

監査役に報告をするための体制 

子会社において法令違反その他のコンプライアンスに関する事象が発生した場合にあって

は、その都度子会社の取締役若しくは使用人又は当社の取締役若しくは使用人から必要な情

報提供を行っている。 

また、当社監査役による子会社ヒアリングにおいて子会社の取締役及び監査役との意見交

換等を通じて、必要な情報共有を行っている。 

 

⑩ 前条の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確

保するための体制 

通報に関する社内規則において、通報者に対する不利な取扱いを明確に禁止している。 

 

⑪ 当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の

執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 

監査役からの職務の執行に関する所要の費用等の請求に対し、当該費用等が監査役の職務の

執行に必要でないと認められる場合を除き、支払いを行っている。 
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⑫ その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

業務監査室及び会計監査人は、それぞれの立場で実施した監査結果について監査役と意見交

換等を行って連携を図っており、監査役監査の有効性の向上に努めている。 
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（会社法第444条第３項に基づく計算書類）

東日本高速道路株式会社

令和7年4月1日から

令和8年3月31日まで

第　21　期　　連　結　計　算　書　類

・ 連結貸借対照表

・ 連結損益計算書

・ 連結株主資本等変動計算書

・ 連結注記表

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示している。
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Ⅰ 流動資産

現金及び預金 65,577

高速道路事業営業未収入金 100,313

未収入金 13,116

有価証券 114,942

仕掛道路資産 1,525,437

その他の棚卸資産 6,649

受託業務前払金 21,505

その他 187,851

貸倒引当金 △ 22

流動資産合計 2,035,371

Ⅱ 固定資産

１ 有形固定資産

建物 95,939

減価償却累計額 △ 46,124 49,815

構築物 82,743

減価償却累計額 △ 29,193 53,550

機械及び装置 211,722

減価償却累計額 △ 132,154 79,567

車両運搬具 73,693

減価償却累計額 △ 65,234 8,459

工具、器具及び備品 33,878

減価償却累計額 △ 22,854 11,024

土地 83,263

リース資産 9,886

減価償却累計額 △ 6,146 3,740

建設仮勘定 12,570

有形固定資産合計 301,991

２ 無形固定資産

無形固定資産 50,894

無形固定資産合計 50,894

３ 投資その他の資産

投資有価証券 41,156

長期前払費用 3,085

繰延税金資産 10,866

その他 12,991

貸倒引当金 △ 58

投資その他の資産合計 68,041

固定資産合計 420,927

Ⅲ 繰延資産

道路建設関係社債発行費 2,159

繰延資産合計 2,159

2,458,458

連　　結　　貸　　借　　対　　照　　表
令和8年3月31日現在

（単位：百万円）

科　　　　　目 金　　　　　額

資 産 の 部

資　産　合　計
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科　　　　　目 金　　　　　額

Ⅰ 流動負債

高速道路事業営業未払金 152,369

１年内返済予定長期借入金 10,000

リース債務 1,281

未払金 57,097

未払法人税等 1,402

預り金 2,600

前受金 541

賞与引当金 8,498

その他 43,161

流動負債合計 276,953

Ⅱ 固定負債

道路建設関係社債 1,409,900

道路建設関係長期借入金 388,339

長期借入金 35,000

リース債務 2,886

その他引当金 146

退職給付に係る負債 42,223

のれん 525

その他 11,268

固定負債合計 1,890,289

2,167,242

Ⅰ 株主資本

資本金 52,500

資本剰余金 58,793

利益剰余金 160,033

株主資本合計 271,327

Ⅱ その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 388

為替換算調整勘定 △ 27

退職給付に係る調整累計額 19,527

その他の包括利益累計額合計 19,888

291,215

2,458,458負 債 ・ 純 資 産 合 計

負 債 の 部

負　債　合　計

純 資 産 の 部

純　資　産　合　計
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（単位：百万円）

営業収益 1,284,583

営業費用

道路資産賃借料 597,862

高速道路等事業管理費及び売上原価 627,467

販売費及び一般管理費 58,683 1,284,013

営業利益 570

営業外収益

受取利息 1,647

土地物件貸付料 658

持分法による投資利益 1,078

その他 2,156 5,540

営業外費用

支払利息 16

その他 171 187

経常利益 5,923

特別利益

固定資産売却益 58

その他 39 97

特別損失

固定資産除却損 426

その他 293 720

税金等調整前当期純利益 5,301

法人税、住民税及び事業税 733

法人税等調整額 △ 2,063 △ 1,330

当期純利益 6,631

非支配株主に帰属する当期純利益 －

親会社株主に帰属する当期純利益 6,631

Ⅲ．

Ⅳ．

Ⅴ．

Ⅵ．

連　　結　　損　　益　　計　　算　　書
令和7年4月1日　から　令和8年3月31日　まで

科　　　　　目 金　　　　　額

Ⅰ.

Ⅱ.
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(単位：百万円)

52,500 58,793 153,402 264,696 319 - △ 17 11,257 11,559 276,256

親会社株主に帰属する当期純利益 6,631 6,631 6,631

68 - △ 10 8,269 8,328 8,328

－ － 6,631 6,631 68 - △ 10 8,269 8,328 14,959

52,500 58,793 160,033 271,327 388 - △ 27 19,527 19,888 291,215

令和7年4月1日　から　令和8年3月31日　まで

　連結会計年度中の変動額

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額）

　連結会計年度中の変動額合計

令和8年3月31日残高

連　　結　　株　　主　　資　　本　　等　　変　　動　　計　　算　　書

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ

損益
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

令和7年4月1日残高
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連  結  注  記  表 

 

 

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記 

一 連結の範囲に関する事項 

  すべての子会社を連結している。 

  連結子会社の数及び連結子会社の名称 

連結子会社の数  24 社 

    連結子会社の名称 

㈱ネクスコ・トール東北、㈱ネクスコ・トール関東、㈱ネクスコ・トール北関東、 

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道、㈱ネクスコ・エンジニアリング東北、 

㈱ネクスコ東日本エンジニアリング、㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟、 

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道、㈱ネクスコ・メンテナンス東北、 

㈱ネクスコ・メンテナンス関東、㈱ネクスコ・メンテナンス新潟、㈱ネクスコ・パトロール東北、 

㈱ネクスコ・パトロール関東、㈱ネクスコ・サポート北海道、㈱ネクスコ・サポート新潟、 

㈱ネクスコ東日本トラスティ、㈱関東エリアクリーン、 

㈱ネクスコ東日本エリアトラクト、㈱ネクスコ東日本リテイル、 

㈱ネクスコ東日本エリアサポート、㈱ネクスコ東日本ロジテム、㈱ネクスコ東日本シティフード、 

㈱ネクスコ東日本イノベーション＆コミュニケーションズ、 

E-NEXCO INDIA PRIVATE LIMITED 

 

二 持分法の適用に関する事項 

   すべての関連会社に持分法を適用している。 

   持分法を適用した関連会社の数及び会社等の名称 

    持分法適用の関連会社数  ７社 

     会社等の名称 

東京湾横断道路㈱、㈱NEXCO システムソリューションズ、㈱高速道路総合技術研究所、 

高速道路トールテクノロジー㈱、㈱NEXCO 保険サービス、東北高速道路ターミナル㈱、 

日本高速道路インターナショナル㈱ 
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三 会計処理基準に関する事項 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法）によっている。 

その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの 

時価法 

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定

している） 

市場価格のない株式等 

主として移動平均法による原価法 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

仕掛道路資産 

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によって

いる。 

なお、仕掛道路資産の取得原価は、建設価額に用地取得に係る費用その他の附帯費用を加算

した価額に労務費・人件費等のうち道路建設に要した費用として区分された費用の額及び除却

工事費用等資産の取得に要した費用の額を加えた額としている。 

また、仕掛道路資産の建設に充当した借入資金の利息で、当該資産の工事完了の日までに発

生したものは建設価額に算入している。 

商品・原材料・貯蔵品等 

最終仕入原価法等による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

によっている。 

 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

①  有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用している。 

主な耐用年数は以下のとおりである。 

建物     ７～50 年 

構築物        10～60 年 

機械及び装置  ５～17 年 

なお、当社が日本道路公団から承継した資産については、上記耐用年数を基にした中古資産の耐

用年数によっている。 

②  無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用している。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいている。 

 

39



 

③  リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。 

 

(3) 引当金の計上基準 

①  貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能額を勘案し、回収不能見込額を計上している。 

②  賞与引当金 

従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当連結会計年度負担額を計上している。 

③  役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計上している。 

 

(4) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

①  繰延資産の処理方法 

道路建設関係社債発行費 

社債の償還期限までの期間で均等償却している。 

②  ヘッジ会計の方法 

ヘッジ会計の方法 

為替予約について振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を採用している。 

ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段：為替予約 

ヘッジ対象：外貨建金銭債務 

ヘッジ方針 

一部の連結子会社は内規に基づき、為替変動リスクをヘッジしている。 

ヘッジ有効性評価の方法 

振当処理を採用している為替予約については、有効性の評価を省略している。 

③  退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法

については、給付算定式基準によっている。 

過去勤務費用は、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10 年）に

よる定額法により費用処理している。 

数理計算上の差異は、主として各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10 年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処

理している。 

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部に

おけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上している。 
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④  外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理

している。また、外貨建有価証券（その他有価証券）は、決算日の直物為替相場により円貨に換算

し、換算差額は全部純資産直入法により処理している。 

在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中

平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計算して

いる。 

⑤  収益及び費用の計上基準 

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の

内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は次のとおりである。 

高速道路事業 

高速道路事業においては、高速道路の新設、改築、修繕、災害復旧及びその他の管理等を行

っている。 

料金収入は、顧客が当社の管理する道路を通行した時点で収益を認識している。なお、ETC マ

イレージサービス制度に係る将来の無料走行に使用できるポイント等を付与した場合、当該ポ

イント等にて追加のサービスを顧客に提供したものとして、将来、当該サービスが顧客に移転

した時に履行義務を充足するものとして収益を認識している。道路資産完成高は、高速道路事

業等会計規則（平成 17 年国土交通省令第 65 号）に基づき、仕掛道路資産を独立行政法人日本

高速道路保有・債務返済機構に引き渡した時点で収益を認識している。 

受託事業 

受託事業においては、国、地方公共団体等の委託に基づく道路の新設、改築、維持、修繕等

及びその他委託に基づく事業を行っている。主として、履行義務を充足するにつれて、一定の

期間にわたり収益を認識している。発生した原価が履行義務の充足における進捗度に比例する

と判断しているため、見積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）に基づき、進捗度

を測定している。ただし、契約における取引開始日から履行義務の全部を充足すると見込まれ

る時点までの期間が短い等、重要性が乏しい場合は、引き渡し時点において履行義務が充足さ

れたものとして収益を認識している。 

道路休憩所事業 

道路休憩所事業においては、高速道路の休憩所、給油所等の建設、管理等を行っている。道

路休憩所事業収入は、主に高速道路のサービスエリア等における商業施設及び敷地を賃貸して

おり、通常の賃貸借取引に係る方法により収益を認識している。 
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２．連結貸借対照表に関する注記 

一 担保に供している資産及び担保に係る債務 

(1)  高速道路株式会社法（平成 16 年法律第 99 号）第８条の規定により、当社の総財産を、道路建設関係

社債 1,409,900 百万円（額面）及び独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成 16 年法律

第100号）第15条の規定により独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構に引き渡した社債800,000

百万円（額面）の担保に供している。 

 

二 保証債務 

下記の会社の金融機関からの借入金等に対して、次のとおり債務保証を行っている。 

(1)  日本道路公団等民営化関係法施行法（平成 16 年法律第 102 号）第 16 条の規定により、独立行政法人

日本高速道路保有・債務返済機構、中日本高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社が日本道路公

団から承継した借入金及び道路債券（国からの借入金、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構

が承継した借入金及び国が保有している債券を除く。）に係る債務については、独立行政法人日本高速

道路保有・債務返済機構、中日本高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社と連帯して債務を負っ

ている。 

 

(独)日本高速道路保有・債務返済機構 120,000 百万円 

中日本高速道路㈱ 

西日本高速道路㈱ 

－百万円 

－百万円 

合   計 120,000 百万円 

 

(2) 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成 16 年法律第 100 号）第 15 条の規定により、

高速道路の新設、改築、修繕又は災害復旧に要する費用に充てるために負担した債務を独立行政法人日

本高速道路保有・債務返済機構に引き渡した額については、以下のとおり連帯して債務を負っている。 

 

民営化以降、当社が発行した社債及び調達した借入金（財政融資資金借入金を除く）については、独

立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と連帯して債務を負っている。 

 

(独)日本高速道路保有・債務返済機構 1,005,000 百万円 

  

なお、上記引き渡しにより、当連結会計年度で道路建設関係社債が 340,000 百万円（額面）、道路建

設関係長期借入金が 50,000 百万円それぞれ減少している。 

 

三 その他の棚卸資産の内訳 

商品 520 百万円 

未成工事支出金 

原材料及び貯蔵品 

2,849 百万円 

3,280 百万円 

合   計 6,649 百万円 
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３．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

当連結会計年度の末日における発行済株式の数 

普通株式  105,000,000 株 

 

 

４．金融商品に関する注記 

一  金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

当社は、高速道路の新設、改築、修繕又は災害復旧のうち、道路整備特別措置法（昭和 31 年法律

第７号）第 51 条第２項ないし第４項の規定に基づき工事完了時等に独立行政法人日本高速道路保有・

債務返済機構に帰属することとなる高速道路資産（以下「高速道路資産」という。）に係る建設資金

計画に照らし、金融機関借入及び社債発行により必要資金を調達している。また、短期的な運転資金

を短期社債及び金融機関からの借入により調達している。 

なお、一時的な余裕資金は、安全性の高い金融資産に限定し運用を行っている。 

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク 

当社においては、運転資金等をその使途とする短期の資金調達及び高速道路資産の建設等をその

使途とする長期の資金調達を行っている。 

長期の資金調達においては、固定金利による調達の比率を高め、その余を変動金利による調達とし、

金利変動リスクを最小限にとどめている。 

変動金利による調達については金利変動リスクがあるが、市中における金利環境及び調達した資

金の弁済までの期間を考慮のうえ、金利変動リスクを認識したものについて、条件決定時に金利スワ

ップ取引を行うことで当該リスクを回避している。外貨建による調達については為替変動リスクに

晒されるため、条件決定時に通貨スワップ取引を行うことで当該リスクを回避している。 

 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

①  市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理 

変動金利による長期借入金は、金利変動リスクに晒されるため、個別の案件ごとに管理しており、

金利スワップ取引を利用して特例処理を行うことがある。 

外貨建長期借入金及び外貨建社債は、金利変動リスク及び為替変動リスクに晒されるため、個別の

案件ごとに管理しており、金利スワップ取引及び通貨スワップ取引を利用して特例処理、振当処理を

行っている。 

②  デリバティブ取引 

デリバティブ取引は、当社の社内規定に基づき、リスク回避目的以外のものを禁止しており、特例

処理、振当処理の要件を満たしている取引についてはそれぞれの処理を採用している。 

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 
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金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された

価額が含まれている。当該価額の算定においては、一定の前提条件が織り込まれているため、異なる

前提条件等を採用することにより当該価額が変動する場合もある。 

 

二  金融商品の時価等に関する事項 

令和８年３月 31 日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりであ

る。「現金及び預金」「高速道路事業営業未収入金」「未収入金」「コマーシャル・ペーパー」「合同運用指

定金銭信託」「譲渡性預金」「高速道路事業営業未払金」「未払金」「短期借入金」については、現金である

こと、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略している。 

 

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 差額 

（1）有価証券及び投資有価証券    

① 満期保有目的の債券 － － － 

② その他有価証券 277 277 － 

資産計 277 277 － 

（1）道路建設関係社債 1,409,900 1,325,179 △84,720 

（2）道路建設関係長期借入金 388,339 388,300 △39 

（3）長期借入金（１年内返済予定長

期借入金を含む） 
45,000 43,452 △1,547 

負債計 1,843,239 1,756,932 △86,307 

（注）市場価格のない株式等は、「(1)有価証券及び投資有価証券」には含めていない。当該金融商品の連結貸

借対照表計上額は以下のとおりである。 

（単位：百万円） 

区分 当連結会計年度 

非上場株式 40,878 
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三  金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

  金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類している。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当

該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価

の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類している。 

(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品                （単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券及び投資有価証券     

 その他有価証券     

  株式 177 － － 177 

  社債 － － － － 

  外国債券 － 100 － 100 

資産計 177 100 － 277 

 

(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品         （単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券及び投資有価証券     

 満期保有目的の債券     

  国債 － － － － 

資産計 － － － － 

道路建設関係社債 － 1,325,179 － 1,325,179 

道路建設関係長期借入金 － 388,300 － 388,300 

長期借入金（１年内返済予定長期

借入金を含む） 
－ 43,452 － 43,452 

負債計 － 1,756,932 － 1,756,932 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

有価証券及び投資有価証券 

上場株式、国債、社債及び外国債券は相場価格を用いて評価している。上場株式及び国債は活発

な市場で取引されているため、その時価をレベル１の時価に分類している。一方で社債及び外国債

券は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価を

レベル２の時価に分類している。 
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道路建設関係社債 

社債の時価は市場価格によっている。市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格と

は認められないため、その時価をレベル２の時価に分類している。 

道路建設関係長期借入金、長期借入金 

固定金利による長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定さ

れる利率で割引き計算する方法によっている。また、変動金利による長期借入金は、短期間で市場

金利を反映していることから、時価は帳簿価額に近似していると考えられるため、当該帳簿価額に

よっている。活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分

類している。 

 

 

５．賃貸等不動産に関する注記 

 一  賃貸等不動産の状況に関する事項 

当社及び一部の連結子会社では、賃貸収入を得ることを目的として、東京都その他の地域において、

賃貸用商業施設（土地を含む）等を有している。なお、これらの一部については、サービスの提供及び

経営管理として当社及び一部の連結子会社が使用しているため、賃貸等不動産として使用される部分を

含む不動産としているものである。 

 

 二  賃貸等不動産の時価に関する事項 

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 

賃貸等不動産 3,692 3,692 

賃貸等不動産として使用される部

分を含む不動産 
90,849 89,242 

(注)１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額で

ある。 

(注)２. 当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて算定した金額（指標等を用いて

調整を行ったものを含む）である。 

 

 

６．一株当たり情報に関する注記 

一株当たり純資産額  2,773.48 円 

一株当たり当期純利益金額  63.15 円 
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７．収益認識に関する注記 

一  収益の分解情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 合計 

高速道路 受託 道路休憩所 計 

料金収入 854,778 － － 854,778 － 854,778 

道路資産完成高 341,771 － － 341,771 － 341,771 

その他 1,873 48,672 35,070 85,616 2,417 88,033 

顧客との契約から 

生じる収益 
1,198,423 48,672 34,890 1,281,986 1,244 1,283,230 

その他の収益（*） － － 180 180 1,173 1,353 

外部顧客への営業収益 1,198,423 48,672 35,070 1,282,166 2,417 1,284,583 

（*）「その他の収益」は「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 令和２年３月 31 日）の適用

対象外の収益であり、不動産賃貸収入及びリース収入等を含んでいる。 

 

二  収益を理解するための基礎となる情報 

「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記 三 会計処理基準に関する事項

(4)その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 ⑤収益及び費用の計上基準」に記載している。 

 

三  当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報 

 
（1）契約資産及び契約負債の残高等 

 （単位：百万円） 

 当連結会計年度期首 
（令和７年４月１日） 

当連結会計年度期末 
（令和８年３月 31 日） 

顧客との契約から生じた債権 116,939 107,608 

契約資産 39,322 48,828 

契約負債 39,065 34,500 

契約資産は、受託事業における工事契約について、当社が請求を行っていない工事の進捗に係る対価であ

る。 

契約負債は、主に受託事業における工事契約について、顧客から受け取った前受金である。 

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた金額に重要性はな

い。 

なお、契約資産及び契約負債の残高に重要な変動はない。また、当連結会計年度において、過去の期間に

充足又は部分的に充足した履行義務から認識した収益の額に重要性はない。 

 

（2）残存履行義務に配分した取引価格 

令和８年３月 31 日現在、受託事業における工事契約に係る未充足の履行義務に配分した取引価格の総額

は 478,735 百万円である。当社は、当該残存履行義務について、工事の完成または工事の進捗により履行

義務を充足するにつれ、収益を認識することを見込んでいる。 

47



第 期　　計 　算　 書 　類

（会社法第435条第２項に基づく計算書類）

21

東日本高速道路株式会社

令和７年４月１日から

令和８年３月31日まで

・ 貸借対照表

・ 損益計算書

・ 株主資本等変動計算書

・ 個別注記表

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示している。
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Ⅰ 流動資産

現金及び預金 61,783

高速道路事業営業未収入金 100,313

未収入金 13,949

未収収益 10

リース投資資産 642

短期貸付金 8,607

有価証券 114,942

仕掛道路資産 1,531,571

商品 0

原材料 356

貯蔵品 773

受託業務前払金 21,505

前払金 6,785

前払費用 531

その他の流動資産 177,446

貸倒引当金 △ 22

流動資産合計 2,039,196

Ⅱ 固定資産

A 高速道路事業固定資産

有形固定資産

建物 3,230

減価償却累計額 △ 1,529 1,700

構築物 69,986

減価償却累計額 △ 21,142 48,843

機械及び装置 205,428

減価償却累計額 △ 127,515 77,913

車両運搬具 64,941

減価償却累計額 △ 58,382 6,559

工具、器具及び備品 17,771

減価償却累計額 △ 11,431 6,340

土地 0

リース資産 167

減価償却累計額 △ 115 51

建設仮勘定 11,086 152,494

無形固定資産 28,045 180,540

B 関連事業固定資産

有形固定資産

建物 52,688

減価償却累計額 △ 28,048 24,639

構築物 10,976

減価償却累計額 △ 7,066 3,909

機械及び装置 6,037

減価償却累計額 △ 4,710 1,327

工具、器具及び備品 853

減価償却累計額 △ 659 193

土地 72,226

建設仮勘定 1,056 103,354

無形固定資産 27 103,382

貸　　借　　対　　照　　表

科　　　　　目

（単位：百万円）

金　　　　　額

令和８年３月31日現在

資 産 の 部
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科　　　　　目 金　　　　　額

C 各事業共用固定資産

有形固定資産

建物 14,240

減価償却累計額 △ 5,847 8,392

構築物 955

減価償却累計額 △ 508 447

機械及び装置 306

減価償却累計額 △ 214 91

車両運搬具 160

減価償却累計額 △ 148 12

工具、器具及び備品 4,045

減価償却累計額 △ 2,691 1,354

土地 7,550

リース資産 342

減価償却累計額 △ 111 231

建設仮勘定 243 18,324

無形固定資産 21,502 39,826

D その他の固定資産

有形固定資産

土地 2 2 2

E 投資その他の資産

関係会社株式 15,917

投資有価証券 226

長期貸付金 1,386

長期前払費用 2,897

繰延税金資産 8,897

その他の投資等 2,552

貸倒引当金 △ 58 31,818

固定資産合計 355,570

Ⅲ 繰延資産

道路建設関係社債発行費 2,159

繰延資産合計 2,159

2,396,926資　産　合　計
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科　　　　　目 金　　　　　額

Ⅰ 流動負債

高速道路事業営業未払金 182,826

１年以内返済予定長期借入金 10,000

リース債務 109

未払金 42,582

未払費用 4,166

未払法人税等 1,117

預り連絡料金 1,256

預り金 22,855

受託業務契約負債 24,623

前受金 538

前受収益 1

賞与引当金 3,409

その他の流動負債 11,698

流動負債合計 305,186

Ⅱ 固定負債

道路建設関係社債 1,409,900

道路建設関係長期借入金 388,339

その他の長期借入金 35,000

リース債務 196

受入保証金 7,709

退職給付引当金 45,689

役員退職慰労引当金 50

資産除去債務 125

その他の固定負債 48

固定負債合計 1,887,059

2,192,245

Ⅰ 株主資本

資本金 52,500

資本剰余金

資本準備金 52,500

その他資本剰余金 6,293

資本剰余金合計 58,793

利益剰余金

その他利益剰余金

  安全対策・サービス高度化積立金 17,705

  道路脱炭素化加速積立金 11,285

  別途積立金 29,706

  繰越利益剰余金 34,655 93,353

利益剰余金合計 93,353

株主資本合計 204,647

Ⅱ　評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33

評価・換算差額等合計 33

204,680

2,396,926

負　債　合　計

純 資 産 の 部

純　資　産　合　計

負 債 の 部

負 債 ・ 純 資 産 合 計
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高速道路事業営業損益

1．営業収益

料金収入 854,778

道路資産完成高 341,771

受託業務収入 4

その他の売上高 1,452 1,198,006

2．営業費用

道路資産賃借料 597,862

道路資産完成原価 342,033

管理費用 265,161

受託業務費用 4 1,205,061

高速道路事業営業損失 △ 7,054

関連事業営業損益

1．営業収益

受託業務収入 48,672

休憩所等事業収入 10,760

その他の事業収入 1,078 60,511

2．営業費用

受託業務費用 47,902

休憩所等事業費 9,955

その他の事業費用 1,206 59,063

関連事業営業利益 1,447

全事業営業損失 △ 5,607

営業外収益

受取利息 533

有価証券利息 1,166

受取配当金 3,510

土地物件貸付料 343

雑収入 1,526 7,080

営業外費用

支払利息 62

雑損失 138 200

経常利益 1,273

特別利益

固定資産売却益 2 2

特別損失

固定資産売却損 180

固定資産除却損 335

その他特別損失 67 582

税引前当期純利益 693

法人税、住民税及び事業税 △ 1,442

法人税等調整額 △ 1,698 △ 3,140

当期純利益 3,833

Ⅱ.

Ⅴ．

（単位：百万円）

Ⅳ．

Ⅵ．

損　　益　　計　　算　　書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

Ⅲ．

科　　　　　目 金　　　　　額

Ⅰ.
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（単位：百万円）

安全対策・
サービス高
度化積立金

道路脱炭素
化加速積立

金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

52,500 52,500 6,293 58,793 17,705 - 41,203 30,610 89,519 200,813 42 42 200,855

11,285 △ 11,285 - - -

△ 211 211 - - -

3,833 3,833 3,833 3,833

△ 8 △ 8 △ 8

- - - - - 11,285 △ 11,497 4,045 3,833 3,833 △ 8 △ 8 3,824

52,500 52,500 6,293 58,793 17,705 11,285 29,706 34,655 93,353 204,647 33 33 204,680

　事業年度中の変動額

別途積立金の取崩

道路脱炭素化加速積立金の積
立

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

　事業年度中の変動額合計

　令和８年３月31日残高

利益剰余金

　令和７年４月１日残高

資本
準備金

その他
資本剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金

当期純利益

株　　主　　資　　本　　等　　変　　動　　計　　算　　書

令和７年４月１日　から　令和８年３月31日　まで

評価・換算
差額等
合計

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金

株主資本合計利益剰余金
合計

その他
有価証券

評価
差額金
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個 別 注 記 表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

一 資産の評価基準及び評価方法 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

① 子会社株式及び関連会社株式 

移動平均法による原価法によっている。 

② 満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法）によっている。 

③ その他有価証券 

市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法によっている。 

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

① 仕掛道路資産 

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

によっている。 

なお、仕掛道路資産の取得原価は、建設価額に用地取得に係る費用その他の附帯費

用を加算した価額に労務費・人件費等のうち道路建設に要した費用として区分された

費用の額及び除却工事費用等資産の取得に要した費用の額を加えた額としている。 

また、仕掛道路資産の建設に充当した借入資金の利息で、当該資産の工事完了の日

までに発生したものは建設価額に算入している。 

② 商品・原材料・貯蔵品 

最終仕入原価法等による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）によっている。 

 

二 固定資産の減価償却の方法 

(1） 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用している。 

主な耐用年数は以下のとおりである。 

建物     ７～50 年 

構築物    10～60 年 

機械及び装置 ５～17 年 

なお、当社が日本道路公団から承継した資産については、上記耐用年数を基にした

中古資産の耐用年数によっている。 

（2） 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用している。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基

づいている。 
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(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。 

 

三 引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能額を勘案し、回収不能見込

額を計上している。 

(2) 賞与引当金 

従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上している。 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき計上している。 

退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりである。 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させ

る方法については、給付算定式基準によっている。 

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10 年）による定額法により費用処理している。 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数（10 年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事

業年度から費用処理している。 

(4) 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく当事業年度末要支給額を計上

している。 
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四 収益及び費用の計上基準 

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及

び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は次のとおりである。 

高速道路事業 

高速道路事業においては、高速道路の新設、改築、修繕、災害復旧及びその他の

管理等を行っている。 

料金収入は、顧客が当社の管理する道路を通行した時点で収益を認識している。

なお、ETC マイレージサービス制度に係る将来の無料走行に使用できるポイント

等を付与した場合、当該ポイント等にて追加のサービスを顧客に提供したものと

して、将来、当該サービスが顧客に移転した時に履行義務を充足するものとして

収益を認識している。道路資産完成高は、高速道路事業等会計規則（平成 17 年国

土交通省令第 65 号）に基づき、仕掛道路資産を独立行政法人日本高速道路保有・

債務返済機構に引き渡した時点で収益を認識している。 

受託事業 

受託事業においては、国、地方公共団体等の委託に基づく道路の新設、改築、維

持、修繕等及びその他委託に基づく事業を行っている。主として、履行義務を充

足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識している。発生した原価が履行

義務の充足における進捗度に比例すると判断しているため、見積総原価に対する

実際原価の割合（インプット法）に基づき、進捗度を測定している。ただし、契約

における取引開始日から履行義務の全部を充足すると見込まれる時点までの期間

が短い等、重要性が乏しい場合は、引き渡し時点において履行義務が充足された

ものとして収益を認識している。 

道路休憩所事業 

道路休憩所事業においては、高速道路の休憩所、給油所等の建設、管理等を行

っている。道路休憩所事業収入は、主に高速道路のサービスエリア等における商

業施設及び敷地を賃貸しており、通常の賃貸借取引に係る方法により収益を認識

している。 

 

五 その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

(1) 繰延資産の処理方法 

道路建設関係社債発行費 

社債の償還期限までの期間で均等償却している。 

(2) 退職給付に係る会計処理 

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法は、

連結計算書類における会計処理の方法と異なっている。 

(3) 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理している。また、外貨建有価証券（その他有価証券）は、決算日の直物為

替相場により円貨に換算し、換算差額は全部純資産直入法により処理している。 
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２．貸借対照表に関する注記 

一 担保に供している資産及び担保に係る債務 

高速道路株式会社法（平成 16 年法律第 99 号）第８条の規定により、当社の総財産を、

道路建設関係社債 1,409,900 百万円（額面）及び独立行政法人日本高速道路保有・債務

返済機構法（平成 16 年法律第 100 号）第 15 条の規定により独立行政法人日本高速道路

保有・債務返済機構に引き渡した社債 800,000 百万円（額面）の担保に供している。 

 

二 保証債務 

下記の会社の金融機関からの借入金等に対して、次のとおり債務保証を行っている。 

(1) 日本道路公団等民営化関係法施行法（平成 16 年法律第 102 号）第 16 条の規定により、

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構、中日本高速道路株式会社及び西日本高速

道路株式会社が日本道路公団から承継した借入金及び道路債券（国からの借入金、独立行

政法人日本高速道路保有・債務返済機構が承継した借入金及び国が保有している債券を

除く。）に係る債務については、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構、中日本

高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社と連帯して債務を負っている。 

(独)日本高速道路保有・債務返済機構 120,000 百万円

中日本高速道路㈱ 

西日本高速道路㈱ 

―百万円

―百万円

合    計 120,000 百万円

 

(2) 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成 16 年法律第 100 号）第 15 条

の規定により、高速道路の新設、改築、修繕又は災害復旧に要する費用に充てるために負

担した債務を独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構に引き渡した額については、

以下のとおり連帯して債務を負っている。 

民営化以降、当社が発行した社債及び調達した借入金（財政融資資金借入金を除く）に

ついては、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と連帯して債務を負っている。 

 

なお、上記引き渡しにより、当事業年度で道路建設関係社債が 340,000 百万円（額面）、

道路建設関係長期借入金が 50,000 百万円それぞれ減少している。 

  

(独)日本高速道路保有・債務返済機構 1,005,000 百万円
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三 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 12,081 百万円 

長期金銭債権 1,363 百万円 

短期金銭債務 68,461 百万円 

長期金銭債務 863 百万円 

 

３．損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高  

営業取引による取引高  

営業収益 10,719 百万円 

営業費用 241,620 百万円 

営業取引以外の取引による取引高 6,074 百万円 

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

当事業年度の末日における発行済株式の数 

普通株式 105,000,000 株 

 

５．税効果会計に関する注記 

一 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因 

繰延税金資産  

賞与引当金 1,074 百万円 

退職給付引当金 14,401 百万円 

ETC マイレージサービス契約負債 2,977 百万円 

その他 7,894 百万円 

繰延税金資産小計 26,347 百万円 

評価性引当額 △17,283 百万円 

繰延税金資産合計 9,063 百万円 

  

繰延税金負債  

その他 △166 百万円 

繰延税金負債合計 △166 百万円 

繰延税金資産の純額 8,897 百万円 
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二 法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理 

当社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計処

理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第 42 号 2021 年８月 12 日）に従って、法人税

及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行って

いる。 

 

６．道路資産賃借料に係る未経過リース料期末残高相当額 

１年内 567,663 百万円 

１年超 19,988,687 百万円 

合 計 20,556,350 百万円 

(注)１． 当社及び独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構は、道路資産の貸付料を含

む協定について、おおむね５年ごとに検討を加え、必要がある場合には、相互にその

変更を申し出ることができるとされている。ただし、道路資産の貸付料を含む協定が

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成 16 年法律第 100 号）第 17 条

に規定する基準に適合しなくなった場合等、業務等の適正かつ円滑な実施に重大な支

障が生ずるおそれがある場合には、上記の年限に関わらず、相互にその変更を申し出

ることができるとされている。 

(注)２． 道路資産の貸付料は、実績料金収入が、計画料金収入に計画料金収入の変動率に相

当する金額を加えた金額（加算基準額）を超えた場合、当該超過額（実績料金収入－

加算基準額）が加算されることとなっている。また、実績料金収入が、計画料金収入

から計画料金収入の変動率に相当する金額を減じた金額（減算基準額）に足りない場

合、当該不足額（減算基準額－実績料金収入）が減算されることとなっている。 

 

７．関連当事者との取引に関する注記 

一 親会社及び主要株主等                         （単位：百万円） 

属性 会社等の名称 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末 

残高 

主要株主 
財務省 

(財務大臣) 

被所有 

直接 100% 

財政融資 

資金借入 

財政融資 

資金借入 
― 

１年以内

返済予定

長期借入

金 

10,000 

その他の

長期借入

金 

35,000 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注)借入利率は財政融資資金貸付金利が適用されている。なお、担保は提供していない。 
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二 子会社及び関連会社等                         （単位：百万円） 

属性 会社等の名称 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末 

残高 

子会社 
㈱ネクスコ東日本

エリアトラクト 

所有 

直接 100% 

休憩施設の

賃貸等 

配当金の 

受入(注) 
887 ― ― 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注)子会社の株主総会の決議等をもって剰余金の配当が行われたものである。 

 

三 兄弟会社等                              （単位：百万円） 

属性 
会社等 

の名称 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引 

金額 

(注４) 

科目 

期末 

残高 

(注４) 

主要株主が議

決権の過半数

を自己の計算

において所有

している会社

等 

独立行政法

人日本高速

道路保有・

債務返済機

構 

なし 

道路資産の

借受 

道路資産 

賃借料の 

支払 

597,862 

高速道路 

事業営業 

未払金 

73,940 

道路資産及

び債務の引

渡等 

道路資産 

完成高 
341,771 

高速道路 

事業営業 

未収入金 

17,155 

債務の引渡 

及び債務保

証(注１) 

390,000 ― ― 

借入金等の

連帯債務 

債務保証 

(注２) 
120,000 ― ― 

債務保証 

(注３) 
615,000 ― ― 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注１)． 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成 16 年法律第 100 号）第 15

条の規定により、高速道路の新設、改築、修繕又は災害復旧に要する費用に充てるた

めに負担した債務を、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構に引き渡してい

る。また、当社は、引き渡した債務（財政融資資金借入金債務を除く）について独立

行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と連帯して債務を負っている。なお、保証

料は受け取っていない。 
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(注２)． 日本道路公団等民営化関係法施行法（平成 16 年法律第 102 号）第 16 条の規定に

より、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構、中日本高速道路株式会社及び

西日本高速道路株式会社が日本道路公団から承継した借入金及び道路債券（国からの

借入金、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構が承継した借入金及び国が保

有している債券を除く。）について、当社は独立行政法人日本高速道路保有・債務返

済機構、中日本高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社と連帯して債務を負っ

ている。なお、保証料は受け取っていない。 

(注３)． 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成 16 年法律第 100 号）第 15

条の規定により、高速道路の新設、改築、修繕又は災害復旧に要する費用に充てるた

めに負担した債務のうち、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構に前事業年

度までに引き渡した額（財政融資資金借入金債務を除く）について、当社は独立行政

法人日本高速道路保有・債務返済機構と連帯して債務を負っている。なお、保証料は

受け取っていない。 

(注４)． 取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれている。 

 

８．一株当たり情報に関する注記 

一株当たり純資産額 1,949.33 円 

一株当たり当期純利益金額 36.51 円 

 

９．収益認識に関する注記 

「顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報」については、「連結計

算書類 連結注記表 ７.収益認識に関する注記」に記載した内容と同一である。 
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連結計算書類に係る会計監査人監査報告 謄本 

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書 

令和８年６月１日 

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 

取 締 役 会  御 中 

 

東 京 事 務 所 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 菅 田  裕 之 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 田 中  友 康 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 橋 本  宜 幸 

監査意見 
 当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、東日本高速道路株式会社の令和７年４月
１日から令和８年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。 
 当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、東日本高速道路株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

監査意見の根拠 
 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表
監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人として
のその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査
証拠を入手したと判断している。 

その他の記載内容 
 その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を
作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの
整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。 
 当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、
当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。 
 連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に
おいて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な
相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。 

EY新日本有限責任監査法人
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 当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、
その事実を報告することが求められている。 
 その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。 

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算
書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。 
 連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 
 監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。 

連結計算書類の監査における監査人の責任 
 監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場
から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する
可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に
見込まれる場合に、重要性があると判断される。 
 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連
する内部統制を検討する。 

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は
重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査
証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
可能性がある。 

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び
内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。 

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ
適切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算
書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して
責任を負う。 

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で
識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められている
その他の事項について報告を行う。 
 監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する
規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害
要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。 

利害関係 
 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す
べき利害関係はない。 

以  上 
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計算書類に係る会計監査人監査報告 謄本 

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書 

令和８年６月１日 

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 

取 締 役 会  御 中 

 

東 京 事 務 所 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 菅 田  裕 之 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 田 中  友 康 

指定有限責任社員 
業 務 執 行 社 員 

公認会計士 橋 本  宜 幸 

監査意見 
 当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、東日本高速道路株式会社の令和７
年４月１日から令和８年３月３１日までの第２１期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）
について監査を行った。 
 当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。 

監査意見の根拠 
 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表
監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の
倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。 

その他の記載内容 
 その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を
作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの
整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。 
 当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査
法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。 

EY新日本有限責任監査法人
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 計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、
その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの
兆候があるかどうか注意を払うことにある。 
 当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、
その事実を報告することが求められている。 
 その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。 

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算
書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。 
 計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 
 監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。 

計算書類等の監査における監査人の責任 
 監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場
から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する
可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に
見込まれる場合に、重要性があると判断される。 
 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連
する内部統制を検討する。 

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な
不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる
場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に
関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明する
ことが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、
将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び
内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で
識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められている
その他の事項について報告を行う。 
 監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する
規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害
要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。 

利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。 

以  上 
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監査役会の監査報告 謄本 

監 査 報 告 

当監査役会は、令和7年4月1日から令和8年3月31日までの第21期事業年度における取締役の職務の執行に関し

て、各監査役が作成した監査報告に基づき、審議の上、本監査報告を作成し、以下のとおり報告いたします。 

  

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 

(1) 監査役会は、「令和７年度監査役会監査方針及び監査計画」、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施

状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を

受け、必要に応じて説明を求めました。 

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、当期の監査役会監査方針及び監査計画、職務の分

担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。 

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況

を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を

図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。 

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その

他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行

規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備さ

れている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定

期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。 

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会

計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人

から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）

を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を

受け、必要に応じて説明を求めました。 

 

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、

株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計

算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。 

 

2．監査の結果 

(1) 事業報告等の監査結果 

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。 

② 取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。 

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関

する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。 

(2) 計算書類及びその附属明細書並びに連結計算書類の監査結果 

会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。また、当該会計監査人

の職務が適正に行われることを確保するための体制についても、指摘すべき事項は認められません。 

 

令和８年６月８日 

東日本高速道路株式会社 監査役会 

常勤監査役（社内監査役） 佐 藤 隆 二 ㊞ 

常勤監査役（社外監査役） 黒 田 泰 則 ㊞ 

常勤監査役（社外監査役） 河 内 祐 典 ㊞ 

監 査 役（社外監査役） 矢 ケ 﨑 紀 子 ㊞ 
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